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快
適
職
場
形
成
促
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

掛
川
明
四
局
仰
の
南
京
ふ
エ
位
向
辻
占
糾
刈
位
泉
伸
明
ル

ω
に
地
山
内
え
る
か
?

さ
る
一
二
三
回
通
常
国
会
で
建
設
業
に

お
け
る
労
働
災
害
防
止
対
策
の
充
実
と
、

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
促
進
を
目
的

と
し
た
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
が
成
立

》
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
こ
の
七
月
一
日
か

J
b
施
行
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
快
適
職
場

形
成
促
進
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け

v

で
あ
る
。

労
働
安
全
衛
生
法
に
は
、
第
一
条
「
目

的
」
と
第
二
条
「
事
業
者
の
責
務
」
に
、

従
来
か
ら
「
快
適
な
作
業
環
境
の
実
現
」

が
う
た
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
は

こ
れ
を
「
快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
」
に

改
め
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
第
七
章
の
二

「
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措

置
」
が
新
設
さ
れ
、
「
事
土
木
者
の
講
ず
る

措
置
」
「
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
た

め
の
指
針
の
公
表
等
」
「
国
の
援
助
」
の

三
つ
の
条
文
が
加
え
て
い
る
。
こ
の
中
の

「
指
針
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
七
月
一
日

付
け
労
働
省
告
示
第
五
九
号
と
し
て
公
表

さ
れ
、
こ
れ
を
解
説
す
る
基
発
第
三
九
二

号
労
働
基
準
局
長
通
達
も
一
一
小
さ
れ
て
い
る
。

(
以
上
は
全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
安
全
セ
ン
タ
ー
情
報
」
九
月
号
に
詳
し

く
掲
載
し
て
い
る
。
)

「
事
業
者
の
講
ず
る
措
置
」
で
は
、

「
事
土
木
者
は
、
事
土
木
場
に
お
け
る
安
全
衛

生
の
水
準
の
工
場
を
図
る
た
め
、
次
の
措

置
を
継
続
的
か
っ
計
画
的
に
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
快
適
な
職
場
環
境
を
形
成
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す

る
「
努
力
義
務
」
で
あ
る
。

事
業
主
に
努
力
義
務

こ
こ
で
あ
げ
て
い
る
「
措
置
」
と
は
次

の
四
つ
で
、
従
来
の
作
業
環
境
に
関
す
る

も
の
を
含
め
た
広
い
範
囲
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

①
作
業
環
境
を
快
適
な
状
態
に
維
持
管

理
す
る
た
め
の
措
置

②
労
働
者
の
従
事
す
る
作
業
に
つ
い
て
、

そ
の
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置

③
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働

者
の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設
又

は
設
備
の
措
置
又
は
整
備

④
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
快

適
な
職
場
環
境
を
形
成
す
る
た
め
必
要

な
措
置

今
回
の
法
改
正
の
も
と
と
な
っ
た
「
快

適
職
場
の
あ
り
方
に
か
ん
す
る
懇
談
会
報

告
書
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の

最
低
基
準
の
尊
守
を
優
先
課
題
と
し
て
き

た
が
、
多
く
の
労
働
者
が
仕
事
に
よ
る
疲

労
・
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
一
層
働
き
や
す
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い
快
適
な
職
場
J

つ
く
り
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
た
現
在
、
単
に
作
業
環
境
の
快

適
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
業
の
方
法
や
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
職
場
全
体
の

快
適
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
」
0

報
告
書
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、
「
『
快

適
職
場
』
の
形
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
労
働

安
全
衛
生
対
策
の
体
系
と
の
関
係
で
次
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
労
働
安
全
衛
生
対
策
は
、

危
険
又
は
有
害
な
因
子
の
排
除
を
中
心
と

し
て
、
最
低
基
準
の
確
保
と
自
主
的
な
労

働
災
害
防
止
活
動
を
通
じ
て
こ
れ
を
推
進

し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
安
全
衛
生
対

策
と
し
て
は
、
よ
り
積
極
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

『
快
適
職
場
』
の
形
成
施
策
は
、
昭
和

六
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
心
身
両
面

の
健
康
保
持
増
進
対
策
と
と
も
に
、
今
後

の
労
働
安
全
衛
生
対
策
を
構
成
す
る
も
の

と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

対
策
が
総
合
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
勤
労
者
生
活
を
実
現
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
勤
労
者
生
活
を
実

現
す
る
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
と

な
る
。
」

具
体
的
な
事
業
者
の
講
凶
す
べ
き
措
置

さ
て
、
具
体
的
な
措
置
の
内
容
に
つ
い

て
少
し
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
作

業
環
境
に
つ
い
て
は
、
空
気
環
境
の
項
目

で
「
必
要
に
応
じ
作
業
場
内
に
お
け
る
喫

煙
場
所
を
指
定
す
る
等
の
喫
煙
対
策
を
講

ず
る
こ
と
。
」
と
し
、
初
め
て
喫
煙
対
策

に
触
れ
た
。
そ
の
他
温
熱
条
件
、
視
環
境
、

音
環
境
、
作
業
空
間
等
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
。作
業
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
不
自

然
な
姿
勢
で
の
作
業
に
つ
い
て
機
械
設
備

の
改
善
等
で
改
善
を
図
る
、
荷
物
の
持
ち

運
び
に
つ
い
て
は
助
力
装
置
の
導
入
等
に

よ
り
負
担
の
軽
減
を
図
る
、
高
温
、
多
湿
、

騒
音
に
つ
い
て
は
防
熱
や
遮
音
壁
の
設
置
、

操
作
の
遠
隔
化
等
に
よ
り
負
担
の
軽
減
を

図
る
な
ど
か
な
り
具
体
的
な
対
策
を
明
示

し
て
い
る
。

疲
労
回
復
の
た
め
の
施
設
、
設
備
に
つ

い
て
は
、
臥
床
で
き
る
休
憩
室
等
の
確
保
、

シ
ャ
ワ
ー
室
等
の
洗
身
施
設
の
整
備
、
相

談
室
の
確
保
、
運
動
施
設
の
設
置
が
あ
げ

ら
れ
、
そ
の
他
に
も
洗
面
所
、
更
衣
室
、

食
堂
、
給
湯
設
備
、
談
話
室
等
に
つ
い
て

も
定
め
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
よ
り
積
極
的
な
安
全

衛
生
対
策
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
「
努
力
義
務
」

に
し
か
す
ぎ
ず
、
罰
則
っ
き
の
強
行
規
定

な
ど
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
を
ど

う
政
策
と
し
て
実
現
す
る
裏
付
け
を
持
つ

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
規
制
法
が

用
意
し
た
の
は
「
国
の
援
助
」
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
こ
う
し
た
措
置
を
実
現
す
る

事
業
者
に
対
す
る
低
利
融
資
制
度
と
、
中

小
企
業
に
対
す
る
助
成
制
度
で
あ
る
。
直

ち
に
有
効
な
施
策
と
な
り
う
る
保
証
は
な

い
が
、
労
働
組
合
が
安
全
衛
生
委
員
会
等

の
取
り
組
み
の
際
に
使
う
に
耐
え
る
改
正

点
と
言
え
よ
う
。
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• 

N
外
同
国
l
入
品
又
ほ
波
爪
り
払
鞠
ψ
官
庁
川
m
M
U
ト
ふ
』
つ
1

・

秋
の
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

，
川
l
μ

ヘ
h

ノ
l
h
l

、

こ
の
秋
、

R
I
N
K
(す
べ
て
の
外
国

人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
を
守
る
関

西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
で
は
、
「

9
2
差

別
な
く
共
に
生
き
よ
う
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
様
々
な
行

動
を
計
画
し
て
い
る
。
在
日
・
滞
日
外
国

人
に
対
す
る
差
別
的
、
排
外
的
な
動
き
に

反
対
し
、
基
本
的
人
権
と
異
な
る
文
化
を

尊
重
し
、
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
の

が
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
で
あ
る
。

盛
り
沢
山
の
企
画
、

行
政
交
渉
に
参
加
を
!

一
O
月
九
日
か
ら
一
二
月
一

O
日
の
二

ヶ
月
に
わ
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

は
、
集
会
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
、
対
行
政
交

l:O 

9
5吃

珪
栴
献
は
、

叩
V

……実施

作
付
冊
以
占
父
池
山
M

・h
u
o
，J
r
b
Hツ
も
が
ん
/
¥
大
」
j
ん

渉
、
講
座
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
一
月
一
日
の
イ
ベ
ン
ト
「
マ
イ
・
マ

イ
(
マ
イ
グ
ラ
ン
ト
リ
移
住
者
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
少
数
者
の
略
)
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
外
国
人
バ
ン
ド
等
の
コ
ン
サ

ー
ト
、
バ
ザ

l
(
現
在
バ
ザ

l
物
品
集
め

て
ま
す
!
)
、
出
居
、
法
律
相
談
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
外
国
人
も
楽
し
め
る
も
の
に
し

よ
う
と
準
備
中
で
あ
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
入
場
は
無
料
!
「
外
国
人
人
権
相

談
員
養
成
講
座
」
は
、
外
国
人
の
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
に
乗
る
こ
と
の
で
き
る
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
狙
い
。
各
回
と
も
、

理
論
編
と
実
践
編
の
二
本
立
て
で
、
実
践

編
は
こ
れ
ま
で
実
際
に
外
国
人
支
援
に
携

わ
っ
て
き
た
方
を
講
師
に
招
く
予
定
で
、

一
回
だ
け
の
参
加
で
も
た
め
に
な
る
こ
と

請
け
合
い
で
あ
る
。
気
軽
に
参
加
し
て
ほ

し
い
。さ
て
、
こ
れ
ま
で
も

R
I
N
K
で
は
、

昨
年
一
二
月
は
大
阪
労
働
基
準
局
、
二
月

に
は
大
阪
府
労
働
部
と
の
交
渉
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

も
対
行
政
交
渉
を
予
定
し
て
い
る
。
大
阪

府
へ
の
申
し
入
れ
は
一

O
月
九
日
午
後
四

時
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
入
管
、

教
育
、
医
療
等
の
問
題
も
初
め
て
取
り
上

げ
る
。
外
国
人
の
人
権
を
擁
護
す
る
観
点

か
ら
見
る
と
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
行

政
に
対
し
、
問
題
の
所
在
を
認
識
さ
せ
、

包
括
的
か
つ
具
体
的
な
外
国
人
施
策
を
取

ら
せ
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
い
。
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
現
在
、
①
賛
同

す
る
団
体
・
個
人
の
募
集
②
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
協
賛
券
(
一
口
千
円
)
へ
の
協
力
を
求

め
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
③
様
々
な
企
画
へ
の
多
く

の
み
な
さ
ん
の
参
加
は
大
歓
迎
。
特
に
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
日
の
一

O
月
九
日
は

大
阪
府
へ
の
申
し
入
れ
に
始
ま
り
、
ビ
ラ

ま
き
情
官
寸
午
後
六
時
半
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
集
会
も
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
集
ま

る
中
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
成
功
的
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
た
い
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日平洋i川手:5;初j嘉手局とのむち

市民キャンペーン (10/9~1 2/1 0) 差別な〈共!こ生きよう9 ~ 

。キャンペーン・オープニング集会

1 0/9 (金) 1 811!j，-.._， 於.工ル大阪(府立労働センター)

(京阪・地ド鉄天満橋)

。マイ・マイ・フェスティパル

(コンサート、バザー、 LI川J、展示・ビデオ、A:II談コーナーなど)

1 1/1 (日) 1 111寺，-.._，1 G lI!j 於.大阪府ILIJ和地区総合tMìJI~センター

入湯1J!~料 (環状線戸I原稿)

@R  I NK結成 1周年集会

1 2/1 0 (木) 1 811利三~

O外国人人権相談員養成講座

各凶とも 於.アピオ大阪 (!li立労働会館

1 8"利三~ 一一講I1~ 5 0 0 1'] 

①概論 10/22 (木) ④子供・家族

②入管法 1 1/ G (金) @社会保附

①労働問題 1 1/1 2 (木)

大賛同団体・賛同人になって下さい。 大キャンペーンに参加して下さL、。

大協賛券(一口 1000円)の購入にこ協力を!

← 
乙I

PLP会館(現状線天il:~J/地下鉄-扇町)

f~状線・地下鉄森の日)

11/2 0 (金)

1 2/3 (木)

於.
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第12期安全衛生・労災職業病講座のご案内

皆さまの[]!Jiからの安全術よf:_ ・労災ln-æ業~IÀJに対する熱心な取り来nみに対しまし

て深<{~虫J与を去する次第ですu

さて、トI11 センターでは今年も、 In-æJ:t~での~全待i'l=_ ・労災職業~liJ対策に役立てて

いた t.:_' く 11 的で去記の講H~をD~Wtll 、たします。本{I:は、従米にない内符で 4 つの

テーマを E没iむいたしました。 ド心の史似にて1j-l、ますので、会1.1、H持tbtt行のi;祁長
)jの積極的なご参加をお販品、IflしLげる次第ですり

j i己

日開催期日

時間

口場所

11)J 5 11園、 ll)JIDII図、 ltJJ2711図、 12)J~ 11 図

各li-Jjとも、午後日!j'"'-'8 11年

工ル・おおさか(大阪府止〉フ働センター)岱D~2 0001 

itl!lt管
下|筋

N i'A I"i' 1三..lJ!
1堺
筋
線

本国]遇
一一一「
主要h物l砲がI

口参加費 1 t!:il通し 24001fj(会1.1: 2 0 0 0 11 J ) 

各恒I 7 0 0円(会員: G 0 0 11]) 

口申込み方法 できるだけ閃fJ4労働~-'lK全センターまで参か11人数等を'tlL話、ファ

ックスにてお知らせドさい。岱OGSJ801~8 伽OG.. 5~ 1 -2712 

F
h
d
 



口日 3陸 (会場の部屋が、同によって変わりますのでご注，広下さい。)

11/5 (木) Iエイズを知る
エイズを社会問題、人権問題として直視すべきとき

です。エイズ認識を深めるために。講師は昨年米国情

エル・おおさか

視聴覚室(5F)

師講生衛衆公大医良志一小
田
力

品
血
ハ
伶合
申由宇

11 / 1 9 (木)I産業医が語る
長年、尼崎で労災職業病・ l職域医肢にたずさわり、

産業医としても多くのi職場-にかかわってこられた経験

の中から、産業医の怠義と活用について。エル・おおさか

G 0 G ~}主

山下五郎(阪神医療生協診療所)

11 /2 7 (金)I腰痛対策と腰痛予防ベルト
「職業病科j 診療所を1J~4 き、多くのJlt者、 l般協と関

わりをもち、取り組んだ対策と独自に考案した腰痛予

防ベルトのすすめ。講師は某鉄鋼メーカー産業医。エル・おおさか

視聴覚室(5F)

宇土 博 (広島周友和クリニック)

1 2/4 (金)I作業環境測定のおもてウラ
作業環境測定にたずさわってきた講師に、数字とし

ての結果にしかふれることの少ない環境測定の意義や

見方・対し方について、お話いただきます。エル・おおさか

研修室2(5F) 

熊谷信二(大阪府立公衆衛生研究所)
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酒

井

一

博

(

労

働

科

学

研

究

所

労

働

生

理

・

心

理

学

研

究

部

)

シ
フ
ト
・
ラ
グ
と
ジ
ェ
ッ
ト
ニ
フ
グ

シ
フ
ト
・
ラ
グ
の
あ
る
場
合
つ
ま
り
夜

勤
の
場
合
、
ま
ず
、
第
一
日
目
は
、
体
温

の
高
い
昼
間
は
寝
に
く
く
、
体
温
の
低
い

夜
は
眠
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
週
間
夜
勤

を
続
け
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
見
か
け
の
適

応
が
お
こ
り
ま
す
。
「
見
か
け
」
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
の
も
う
一
つ
の
証
拠
は
、

何
日
間
か
夜
勤
を
し
て
休
日
が
一
日
入
り
、

そ
の
日
に
本
来
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
と
る

と
、
一
週
間
か
け
て
で
き
た
サ
l
カ
デ
ィ

ア
ン
リ
ズ
ム
が
、
き
れ
い
に
元
に
戻
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
適
応
し

て
い
る
な
ら
、
元
に
も
ど
る
の
に
や
は
り

一
週
間
は
か
か
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
が
、
飛
行
機
で
地
球
の
裏
側
ヘ
行

く
と
ど
う
な
る
か
。
こ
の
場
合
は
、
ジ
ェ

ッ
ト
・
ラ
グ
で
す
。

や
は
り
、
時
差
ボ
ケ
で
、
す
ぐ
に
は
現

地
に
あ
っ
た
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
夜
勤

者
の
ズ
レ
と
同
じ
ズ
レ
を
経
験
し
て
、
う

ま
く
体
が
順
応
し
な
い
人
は
苦
し
む
わ
け

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
も
何
日
前

に
送
れ
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
も
計
算
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
向
こ
う

の
時
刻
に
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
る
と
、

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
だ
い
た
い
一
週
間

す
る
と
、
現
地
の
時
間
に
サ

l
カ
デ
ィ
ア

ン
リ
ズ
ム
が
合
っ
て
き
て
、
昼
間
に
活
動

し
て
、
夜
に
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
完

全
適
応
し
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
、
三
ヶ
月
、

一
年
、
二
年
と
外
国
で
生
活
し
て
日
本
に

帰
っ
て
く
る
と
、
夜
勤
の
よ
う
に
一
日
で

は
元
に
も
ど
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
日
本

の
リ
ズ
ム
に
合
う
ま
で
に
一
週
間
く
ら
い

か
か
り
ま
す
。
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シ
フ
ト
・
ラ
グ
は
不
完
全
適
応
、
ジ
ェ

ッ
ト
・
ラ
グ
は
完
全
適
応
と
い
う
わ
け
で

L

す。
夜
勤
中
の
「
睡
魔
」

こ
れ
は
夜
勤
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
脳

波
の
二
四
時
間
記
録
を
と
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
デ
!
タ
で
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と

を
し
た
か
と
い
う
と
、
だ
い
た
い
、
午
後

九
時
か
ら
午
前
五
時
く
ら
い
ま
で
夜
勤
を

し
て
、
終
了
し
て
か
ら
六
時
く
ら
い
か
ら
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夜勤者の24時間程限一覚醒経過図 (AkerstedtらI 1987) 

一
O
時
く
ら
い
ま
で
睡
眠
を
と
る
。
こ
の

人
の
論
文
を
読
む
と
、
夜
勤
を
し
た
あ
と

の
午
前
中
の
睡
眠
の
質
が
ど
ん
な
も
の
な

の
か
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

左
端
の
縦
軸
に

W
、
1
1
4と
書
い
て

あ
り
ま
す
。

W
と
い
う
の
は
、
脳
波
の
形

か
ら
明
ら
か
に
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。

1
1
4
は
、
数
字
が
増
え
る
に
し
た
が
っ

て
深
い
睡
眠
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
午
前
中
に
と
る
睡
眠
の
パ
タ
ー
ン
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、

終
わ
っ
た
あ
と
、
被
験
者
対
象
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
ま
あ
ま
あ
夜
勤
は
普

通
に
や
っ
た
と
い
う
の
で
す
が
、
脳
波
か

ら
み
る
と
、
こ
こ
の
二
時
と
四
時
頃
に
非

常
に
時
間
は
短
時
間
な
の
で
す
が
、
脳
波

上
は
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
夜
中
に
働
く
と
い
う

こ
と
は
、
本
人
は
き
ち
ん
と
働
い
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
何
か
の
拍
子
で
一
過
的
に

非
常
に
強
い
睡
魔
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
、
こ
の
ケ
l
ス
だ
と
脳
波
上
か
ら
は
二

回
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
夜
勤
の
た

め
に
体
調
合
わ
せ
な
ど
を
し
て
い
て
も
、

眠
気
と
の
闘
い
、
そ
の
辛
さ
が
夜
勤
に
は

あ
る
と
い
え
ま
す
。
特
に
、
安
全
に
か
か

わ
る
例
え
ば
運
転
関
係
の
人
に
は
非
常
に

き
つ
い
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り
ま

J
qノ

睡
眠
と
脳
波

脳
波
の
話
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
で
、
「
眠
る
」
と
い
う
こ
と
を
少
し
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

次
の
図
は
、
一
番
上
は
、
夜
の
二
時

か
ら
約
八
時
間
普
通
に
眠
っ
た
と
き
、
真

ん
中
は
徹
夜
を
し
た
あ
と
午
前
一
一
時
か

ら
五
時
間
程
昼
間
に
寝
た
と
き
、
一
番
下

は
、
夜
勤
中
の
深
夜
二
時
か
ら
三
時
間
仮

眠
を
と
っ
た
と
き
の
そ
れ
ぞ
れ
睡
眠
脳
波

を
と
っ
た
も
の
で
す
。
横
軸
が
時
間
経
過
、

縦
軸
が
眠
り
の
深
さ
で
す
。

ま
ず
、
夜
普
通
に
寝
る
と
き
、
眠
り
に

つ
く
と
直
後
に
深
い
睡
眠
が
出
て
、
一
時

間
か
ら
九
0
分
間
続
き
ま
す
。
そ
の
あ
と

-8 



は
起
き
て
い
る
と
き
の
脳
波
が
出
て
き
ま

す
。
こ
う
い
う
場
合
、
実
験
を
し
て
い
る

研
究
者
の
方
は
、
「
起
き
て
し
ま
っ
た
」

と
が
っ
か
り
す
る
の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が

実
は
、
起
き
て
い
る
と
き
の
脳
波
が
出
て

い
て
も
、
本
人
は
眠
っ
て
い
る
と
い
う
、

非
常
に
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
そ

の
と
き
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
日
が
寝

て
い
る
の
だ
け
ど
も
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
口
動

い
て
い
る
。
険
は
落
ち
て
い
る
の
に
、
目

の
玉
は
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

眠
っ
て
い
る
と
き
の
子
供
を
観
察
し
て
い

る
と
そ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

猫
の
眠
っ
て
い
る
と
き
に
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
日
が
キ
ョ
ロ
キ
ョ
口
動
く
こ
と
を
、

R
a
p
i
d
E
y
e
M
o
v
e
m
e
'
 

n
tと
一
一
=
口
い
、
こ
う
い
う
睡
眠
状
態
を
単

語
の
頭
文
字
を
と
っ
て

R
E
M
(
レ
ム
)

睡
眠
と
言
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
の
中
の
こ
の

R
い
う
の
は
、

R
E
M
の
略
号
で
す
。

眠
り
に
つ
く
と
、
深
い
睡
眠
が
出
て
、

そ
の
あ
と
レ
ム
睡
眠
、
そ
の
あ
と
ま
た
深

い
睡
眠
が
出
て
、
つ
ぎ
に
レ
ム
睡
眠
が
出

て
、
レ
ム
睡
眠
で
は
な
い
睡
眠
が
出
て
、

ま
た
レ
ム
睡
眠
が
出
て
と
い
う
繰
り
返
し

が
あ
り
、
八
時
間
く
ら
い
経
過
し
て
な
に

〈通常夜限〉W 
RI-

睡眠段階 1I 

体動

¥ 

か
の
と
き
に
自
が
覚
め
る
、
と
い
う
経
過

を
人
間
の
通
常
の
睡
眠
は
た
ど
る
よ
う
で

す

。

(

つ

づ

く

)

「
J
UF
 

小
V
U

〈昼眠〉w 
RI. 

睡眠段階 1

;[ 
4 

体動

111.'1'111) 

こニココロにじ二ココ二ココ二二
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い
U
l
m
-肱
川
一
仰
い
院
内
掛
川
l
n
u
m
ト
ν
間
同
州
法
口
側
附
四
川
崎
凶
h
u
m
土
占
持
取

九
月
二
四
日
大
阪
地
裁
で
、
大
阪
ト
ン

ネ
ル
じ
ん
肺
訴
訟
の
法
廷
が
開
か
れ
、
原

告
側
よ
り
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

の
日
の
書
面
は
、
消
滅
時
効
と
連
帯
債
務

に
つ
い
て
七
社
の
被
告
の
う
ち
大
手
五
社

が
行
っ
て
い
る
反
論
に
再
反
論
し
た
も
の

~
乃
で
あ
る
。

被
告
会
社
側
の
主
張
は
、
安
全
配
慮
義

務
違
反
の
債
務
不
履
行
に
つ
い
て
の
消
滅

時
効
の
起
算
点
は
、
各
粉
じ
ん
作
業
を
離

脱
し
た
と
き
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り
、
ト

ン
ネ
ル
掘
削
を
や
め
た
日
か
ら
消
滅
時
効

会
の
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

不
法
行
為
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い

P

て
は
、
じ
ん
肺
に
擢
患
し
た
こ
と
を
知
っ

ヤ
た
と
き
と
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

ー
…
た
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
、
被
告
各
社

に
じ
ん
肺
に
つ
い
て
関
連
共
向
性
が
あ
る

こ
と
、
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る

」
と
が
必
要
で
、
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い

と
し
た
。

こ
の
日
提
出
し
た
原
告
側
書
面
で
は
、

ま
ず
消
滅
時
効
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主

張
し
て
い
る
。
じ
ん
肺
の
症
状
が
悪
化
す

る
な
ど
損
害
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら

消
滅
時
効
は
未
だ
進
行
し
て
い
な
い
。
も

し
進
行
す
る
と
し
て
の
そ
の
起
算
点
は
、

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
現
実
的
に
期
待

な
い
し
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
弁
護
士
か
ら
説
明
を
受

け
た
昨
年
の
七
月
か
ら
と
解
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。
実
際
、
四
人
の
原
告
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三

1
四
0
年
代
の
ト
ン
ネ
ル

掘
削
作
業
離
職
時
は
全
く
症
状
が
な
く
、

他
の
職
場
に
い
た
同
六
O
年
以
降
に
初
め

て
じ
ん
肺
の
管
理
区
分
決
定
を
受
け
、
労

災
補
償
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の

一
人
に
し
て
も
、
管
理
四
の
決
定
を
受
け

た
当
時
は
他
の
職
場
に
お
り
、
被
告
の
建

設
会
社
に
損
害
賠
償
請
求
を
な
し
う
る
と

は
知
る
由
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
、
被
告
各
社
の

安
全
配
慮
義
務
違
反
の
結
果
が
原
告
の
じ

ん
肺
催
患
と
い
う
一
体
的
な
侵
害
を
発
生

さ
せ
た
の
で
あ
り
被
告
ら
に
は
客
観
的
な

関
連
共
同
性
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
一
¥

般
に
掘
削
作
業
員
は
現
場
を
渡
り
歩
き
、

ど
の
現
場
で
も
粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
は
ず
で
主
観
的
な
共
向

性
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

「
何
十
年
も
前
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
か
、

「
う
ち
の
現
場
の
粉
じ
ん
だ
け
で
じ
ん
肺

に
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
会
社
側
の

わ
が
ま
ま
な
主
張
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

じ
ん
肺
患
者
の
不
利
益
は
置
き
去
り
に
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
間
次
々
と
出
さ
れ
る
じ

ん
肺
訴
訟
の
判
決
で
も
、
原
告
側
勝
利
の

判
断
が
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
訴
訟
は
、
二
一
月
二
四
日
の
午
後
一

時
か
ら
次
団
法
廷
が
関
か
れ
、
年
明
け
か

ら
証
人
調
べ
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
支
援
傍
聴
を
お
願
い
し
た
い
。
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一鯨

問
題
に
な
っ
た
の

に
対
し
ー
労
災
保

険
は
当
時
の
岩
佐

さ
ん
の
直
接
の
一
雇

い
主
で
あ
る
海
南

土
木
の
労
災
保
険

で
の
国
に
対
す
る

請
求
で
あ
る
こ
と
か
ら
争
点
は

お
の
ず
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
5

つ
ま
り
ー
労
基
署
の
判
断
は
労

働
者
保
護
法
で
あ
る
労
働
基
準

法
、
労
災
保
険
法
に
ニ
一
一
口
う
「
業

務
災
害
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
業
務
起

因
性
の
判
断
の
み
に
行
き
着
く

こ
と
に
な
る
。

九
月
十
日
午
後
に
開
か
れ
た

審
理
で
は
、
岩
佐
さ
ん
側
か
ら

は
「
仲
田
隆
明
弁
護
団
長
ら
が

代
理
人
と
し
て
意
見
を
陳
述
し

た
。
特
に
裁
判
で
最
後
ま
で
否

定
さ
れ
ず
、
確
定
診
断
と
も
言

え
る
「
放
射
線
度
宥
炎
」
を
裁

岩
佐
原
発
被
曝
で
再
審
査

九
月
十
日
¥

日
本
原
電
敦
賀

発
電
所
の
中
で

作
業
中
に
被
曝
¥

「
放
射
線
度
稽

火
山
〈
」
を
発
症
し

た
岩
佐
嘉
寿
幸

さ
ん
の
労
災
保
険
給
付
請
求
に

つ
い
て
「
労
働
保
険
審
査
会
が

再
審
査
の
審
理
を
行
っ
た
。
損

害
賠
償
請
求
-
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昨
年
十
二
月
十
七
日
に

最
高
裁
が
「
上
告
棄
却
」
と
い

う
不
当
判
、
決
を
も
っ
て
確
定
し

て
い
る
が
、
労
災
保
険
給
付
に

よ
る
業
務
上
外
の
判
断
に
つ
い

裁
て
は
¥
七
五
年
に
敦
賀
原
発
を

所
轄
す
る
敦
賀
労
基
署
か
ら
不

支
給
(
業
務
外
)
の
処
分
を
受

け
、
そ
の
後
の
審
査
請
求
で
は

翌
七
六
年
に
福
井
労
災
保
険
審

査
官
か
ら
は
請
求
棄
却
の
決
定

を
受
け
ー
更
に
労
働
保
険
審
査

会
に
対
し
再
審
査
の
請
求
を

行
っ
て
い
る
。
再
審
査
の
審
理

の
進
行
に
つ
い
て
は
、
同
時
に

進
ん
で
い
た
裁
判
の
方
を
優
先

し
た
た
め
止
ま
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

損
害
賠
償
請
求
が
日
本
原
電

を
相
手
取
っ
た
も
の
で
被
曝
原

因
の
特
定
が
か
な
り
具
体
的
に

判
の
経
過
を
含
め
て
解
説
し
、

ほ
ん
の
数
行
の
記
述
で
否
定
す

る
敦
賀
労
基
署
の
判
断
を
批
判

し
た
。
ま
た
、
原
発
被
曝
労
働

者
を
追
い
続
け
て
き
た
写
真
家

の
樋
口
健
こ
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
に
会
っ
た
被
曝
者
の
事
例
を

も
と
に
、
い
か
に
隠
さ
れ
続
け

て
い
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
。今
後
、
労
働
保
険
審
査
会
は

提
出
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
き

審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
ー
経
過
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
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東対反

鵬
首
場
占
川
崎
快
ー
と
臨
放
体
澗
ベ
リ
山
げ
l

卜

九
月
十
七
日
、
東
大
阪
市
の

給
食
調
理
員
を
対
象
と
し
た
当

局
主
催
の
安
全
衛
生
研
修
会
が

開
か
れ
、
安
全
セ
ン
タ
ー
か
ら

講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

ま
ず
、
日
常
の
職
場
点
検
の

参
考
に
、
他
の
自
治
体
の
給
食

給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
場
点
検
事

例
を
紹
介
し
た
。
次
に
、
給
食

現
場
で
多
い
腰
痛
対
策
に
利
用

で
き
る
も
の
と
し
て
ー
最
近
¥

本
誌
で
も
紹
介
し
て
い
る
「
腰

痛
予
防
ベ
ル
ト
」
の
狙
い
と
効

果
に
つ
い
て
、
及
び
指
曲
が
り

症
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

腰
痛
予
防
ベ
ル
ト
は
ー
重
量

物
の
運
搬
や
不
良
姿
勢
を
解
消

す
る
こ
と
の
難
し
い
給
食
作
業

で
は
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
従
来
か
ら
サ
ボ
!
タ
!

ラ
イ
ク
な
幅
広
の
ベ
ル
ト
を
使

用
し
て
い
る
方
も
み
ら
れ
る
が
、

腰
痛
予
防
ベ
ル
ト
で
は
骨
盤
位

置
に
装
着
し
て
腹
圧
を
高
め
て

や
り
ー
腰
椎
へ
の
負
担
軽
減
を

は
か
る
も
の
で
ー
そ
の
点
が
従

来
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

東
大
阪
学
給
労
で
も
、
試
着
の

評
判
が
い
い
こ
と
か
ら
、
組
合

ロ
貝
に
対
し
て
紹
介
し
て
い
る
と

--舗網幽欄・・・・・・・・・・・・・・・幽・・一=圃-----------=一開制・-=圃・・圃--------------一-----=・・・・幽・・一
z
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こ
ろ
だ
。

針
灸
訴
訟
控
訴
審
で

……阪両……対

第

団
法
廷

仙
川
町
器
削
?
小
当
ね
判
油
庶
務
』
叫
批
州
刊

労
災
医
療
に
お
け
る
針
灸
治

療
を
最
長
一
年
と
制
限
し
た
基

発
三
七
五
号
通
達
の
撤
回
と
こ

の
通
達
を
適
用
さ
れ
不
当
に
針

灸
治
療
費
を
打
ち
切
ら
れ
た
処

分
の
取
消
を
求
め
た
行
政
訴
訟
、

い
わ
ゆ
る
針
灸
訴
訟
(
原
告
鈴

木
真
規
子
さ
ん
¥
被
告
天
満
労

基
署
長
)
の
控
訴
審
の
第
一
回

法
廷
が
、
九
月
十
一
日
¥
大
阪

高
裁
一
一

O
O
六
号
法
廷
が
開
か

れ
た
。四
月
二
七
日
の
不
当
な
原
告

敗
訴
を
受
け
て
の
控
訴
と
な
っ

た
こ
の
日
ー
原
告
弁
護
団
よ
り

「
三
七
五
通
達
は
因
の
裁
量
の

範
囲
内
。
原
告
の
針
灸
治
療
を

途
中
で
打
ち
切
っ
た
こ
と
は
間

違
い
で
は
な
い
」
と
国
側
の
主

張
を
認
め
た
一
審
判
決
を
全
面

的
に
批
判
し
た
準
備
書
面
が
提

出
さ
れ
た
。

控
訴
審
の
争
点
は
、
一
年
以

上
針
灸
治
療
を
す
る
こ
と
の
意

義
、
原
告
に
対
す
る
針
灸
治
療

の
効
果
と
必
要
性
な
ど
の
医
学

的
側
面
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
回
法
廷
は
、
一
二
月
四
日
午

後
一
時
よ
り
、
大
阪
高
裁
一

O

O
六
号
法
廷
で
お
こ
な
わ
れ
る

予
定
。

つ副
司

l
&



一
方
、
同
趣
旨
で
闘
わ
れ
て

い
る
神
奈
川
針
灸
訴
訟
の
横
浜

地
裁
判
決
が
一
二
月
一
五
日
に

瓜

yp刊
両
ピ
叫
ピ
川
両
両

4
d川
/
川

J明
川

4
h
.
/川
6
4
J川
ピ
リ
川

4
4
J川
両
ノ
ι
l

言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
¥
そ
の
行
方
が
極
め
て
注

目
さ
れ
る
。

D
ハ
l
l
M
N
Vハ
伊
広
信
仰
机

mwム玄

……
F

皮……対この
十
月
五
日
ー
す
べ
て
の

外
国
人
と
そ
の
家
族
の
人
権
を

守
る
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
R

I
N
K
)
の
医
療
部
会
と
、
医

療
ソ
i
シ
ャ
ル
ワ
!
力
l
の
団

体
で
あ
る
大
阪
医
療
社
会
事
業

協
会
の
有
志
ガ
ー
外
国
人
医
療

を
考
え
る
初
の
会
合
を
行
っ
た
。

R
I
N
K
で
は
ー
今
秋
、
対

行
政
交
渉
を
予
定
、
医
療
問
題

も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
現
場
の
経
験
を
聞
か
せ

ロ

て
も
ら
お
う
と
ー
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
i
力
!
に
呼
び
か
け

た
も
の
。

外
国
人
へ
の
生
保
適
用
、
国

民
健
康
保
険
へ
の
加
入
促
進
な

ど、

R
I
N
K
の
申
し
入
れ
事

項
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
で
の

実
際
の
経
験
を
交
え
て
、
話
が

進
ん
だ
。
大
阪
で
の
生
活
保
護

等
の
諸
制
度
の
適
用
の
実
態
や
、

入
管
へ
の
通
報
の
不
安
か
ら
公

的
機
関
に
関
わ
る
こ
と
を
外
国

人
自
身
が
い
や
が
る
こ
と
、
こ

の
六
月
か
ら
東
京
で
運
用
さ
れ

て
い
る
「
行
旅
病
人
取
扱
法
」

に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
出
さ

れ
¥
そ
れ
ぞ
れ
が
外
国
人
患
者

の
医
療
の
確
保
に
苦
心
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

現
在
の
外
国
人
医
療
の
矛
盾

は
、
医
療
機
関
に
は
治
療
費
不

払
い
へ
の
不
安
、
患
者
自
身
に

は
高
額
な
治
療
費
等
の
形
で
ー

患
者
と
医
療
機
関
に
押
し
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
の
交
流
¥
問
題
の
解
決
に
向

け
¥
こ
の
よ
う
な
場
を
今
後
も

持
ち
、
医
療
保
障
の
実
現
へ
向

け
て
、
活
動
を
進
め
た
い
と
考

え
る
。

外国人労働者の労災白書

深刻化する労働災害一一間われる日本の国際性

全国労働安全衛生センタ一連絡会議編 A5サイズ 128頁定価1030円

発行海風一書房発売現代書館 当センターで取り扱います。
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……
口
H

C

L

揃
嬢
質
種
の
絹
顔
…

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

円…

…

電

極

製

造

工

場

の

紛

じ

ん

…

…

福
山
道
則
さ
ん

1
1
l

福
山
さ
ん
の
経
験
し
た
粉
じ
ん
作

業
は
電
極
製
造
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

福
山
そ
う
で
す
。
昭
和
コ
二
年
か
ら
四

八
年
ま
で
西
宮
に
あ
る
昭
和
電
極
の
工
場

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

ー

l

電
極
と
言
っ
て
も
、
製
品
や
作
業

に
つ
い
て
す
ぐ
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん

が
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

福
山
カ
ー
ボ
ン
を
タ

i
ル
で
練
っ
て
筒

み
た
い
に
固
め
た
も
の
を
大
き
な
釜
で
焚

く
ん
で
す
。
炉
は
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
が

4
メ
ー
ト
ル
程
度
で
高
さ
は
背
丈
程

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
き
な
も
の

で
直
径
二

0
イ
ン
チ
、
小
さ
な
も
の
は
小

指
程
の
大
き
さ
で
、
そ
れ
を
炉
に
運
び
込

み
、
ま
わ
り
に
守
フ
リ
ー
ズ
を
隙
間
無
く
詰

め
込
む
わ
け
で
す
。
ブ
リ
l
ズ
と
い
う
の

は
コ
ー
ク
ス
の
細
か
い
も
の
と
言
っ
た
ら

良
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
十
一
昼
夜
焚

き
続
け
れ
ば
出
来
上
が
り
ま
す
。

i

l

福
山
さ
ん
は
そ
こ
で
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
た
ん
で
す
か
。

福
山
炉
に
運
び
、
ブ
リ
l
ズ
を
入
れ
、

出
来
上
が
っ
た
製
品
を
運
び
出
す
仕
事
。

そ
れ
か
ら
今
は
機
械
で
や
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
土
日
は
、
、
フ
リ
ー
ズ
を
手
で
ふ
る
い

に
か
け
る
と
い
う
手
間
な
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
。

粉
じ
ん
ま
み
れ
の
電
極
製
造
工
場

l

l
そ
う
す
る
と
や
っ
て
い
た
仕
事
が

全
部
粉
じ
ん
作
業
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
粉
じ
ん
は
ど
の
程
度
の

h
r
俊
下
ド
f
i
i
K
H
a
p
-
-
E
E開 も

の
で
し
た
か
。

福
山
炉
の
中
で
、
、
フ
リ
ー
ズ
を
入
れ
る
作

業
で
言
え
ば
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
と
ス

コ
ッ
プ
を
使
っ
て
や
る
わ
け
で
す
か
ら
、

も
う
コ
ー
ク
ス
の
鹿
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

中
で
電
気
が
灯
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
あ
一

メ
ー
ト
ル
先
が
う
っ
す
ら
見
え
る
感
じ
と

言
っ
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

焚
作
業
で
十
一
昼
夜
が
過
ぎ
た
あ
と
、

取
り
出
す
仕
事
に
な
る
ん
で
す
が
、
こ
ん

ど
は
タ
l
ル
を
含
ん
だ
、
、
フ
リ
ー
ズ
を
鋤
で

か
き
出
し
ま
す
。
.
そ
れ
を
ま
た
ふ
る
い
に

か
け
て
細
か
い
も
の
は
再
利
用
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

i

l
当
時
の
粉
じ
ん
対
策
は
ど
う
し
て

い
ま
し
た
か
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
換
気
、

健
康
診
断
な
ど
は
。

福
山
マ
ス
ク
な
ん
て
会
社
が
く
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
自
分
で
持
っ
て
き
た
た
お

る
を
し
て
い
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
た
。

そ
ら
真
っ
黒
に
な
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は

こ
う
い
う
仕
事
な
ん
だ
と
皆
思
っ
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

戸

h
d
t
i
 



健
康
診
断
で
す
け
れ
ど
、
昭
和
四
O
年

に
初
め
て
じ
ん
肺
の
健
診
を
受
け
て
軽
い

じ
ん
肺
の
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
こ
れ
は
、
去
年
管
理
区
分
決
定
申
請

を
す
る
と
き
に
会
社
の
資
料
を
も
ら
っ
て

わ
か
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
当
時
は

そ
れ
ほ
ど
意
識
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
で
す
。

時
間
の
か
か
っ
た
労
災
補
償
請
求

|
|
福
山
さ
ん
の
場
合
は
お
住
ま
い
が

尼
崎
市
で
、
現
在
は
す
で
に
退
職
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
新
た
な
管
理
区
分
の
決
定
は

兵
庫
労
働
基
準
局
長
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
ね
。

福
山
え
え
。
じ
ん
肺
の
診
断
書
を
先
生

に
書
い
て
も
ら
っ
て
基
準
局
に
出
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
回
労
災
病
院
で
診

て
も
ら
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1

1

た
し
か
、
肺
機
能
の
検
査
を
受
け

る
よ
う
に
と
い
う
命
令
で
し
た
ね
。
と
こ

ろ
が
行
っ
て
み
る
と
色
々
と
丁
寧
な
検
査

を
受
け
た
末
に
、
今
通
っ
て
い
る
病
院
が

あ
る
と
い
う
の
に
お
薬
ま
で
貰
っ
ち
ゃ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

福
山
そ
れ
で
し
ば
ら
く
し
て
来
た
決
定

通
知
が
「
療
養
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
こ
と
や
っ
た
か
ら
び
っ
く
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
お
薬
は
な
ん
や
っ

た
の
か
と
。

ー
ー
申
請
の
時
に
出
し
た
診
断
書
に
は

検
査
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
管
理
三
で
続
発

性
気
管
支
炎
と
書
い
て
あ
る
の
に
、
決
定

通
知
は
合
併
症
欄
に
斜
線
を
引
い
て
、
療

養
の
必
要
な
し
で
す
か
ら
ね
。
労
働
省
の

行
政
処
分
と
し
て
は
健
康
管
理
の
た
め
の

法
律
で
あ
る
じ
ん
肺
法
の
決
定
で
は
合
併

症
判
断
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
の

よ
う
だ
か
ら
手
続
き
と
し
て
は
問
題
な
い

の
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り

び
っ
く
り
し
ま
す
ね
。

福
山
結
局
、
西
宮
労
基
署
に
請
求
を
し

て
、
管
理
三
で
気
管
支
炎
と
し
て
補
償
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、

ま
あ
複
雑
な
こ
と
に
な
っ
て
る
か
ら
、
こ

ん
な
こ
と
は
患
者
一
人
で
は
と
て
も
で
き

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
と
き
は
、
た

ま
た
ま
近
所
に
じ
ん
肺
で
療
養
し
て
る
人

が
い
て
、
そ
の
紹
介
で
こ
う
い
う
結
論
が

出
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

1

1

1

長
期
の
療
養
に
な
っ
て
い
ま
す
が

お
大
事
に
。

円

h
u



チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
再
訪

チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
地
区
に
は
土
曜
の
夕

方
に
到
着
し
ま
し
た
。
昨
年
世
話
に
な
っ

た
保
健
局
長
の
セ
カ
チ
さ
ん
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
担
当
副
市
長
の
オ
ル
ロ
フ
さ
ん
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
市
役
所
前
の
広

場
の
レ

i
ニ
ン
像
は
健
在
で
し
た
。
今
年

5
月
市
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
民
主
的
に

ザ
レ
ツ
キ
ー
さ
ん
が
再
選
さ
れ
た
の
で
す

が
、
何
人
か
の
幹
部
は
す
で
に
チ
ェ
チ
ェ

ル
ス
ク
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
舎
に
は
社
会
主
義
は
生
き
て
い
る
?

昨
年
我
々
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
チ
ェ

市
長
と
の
会
談

翌
日
、
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
の
市
長
室
で

ザ
レ
ツ
キ
i
市
長
は
じ
め
、
保
健
局
の
メ

ン
バ
ー
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
小
泉
さ
ん

の
方
か
ら
、
昨
年
訪
れ
た
際
に
食
品
の
サ

ン
プ
ル
を
持
ち
帰
っ
て
精
密
検
査
を
し
た

結
果
や
、
夏
休
み
に
子
供
た
ち
が
日
本
に

来
た
と
き
に
測
定
し
た
体
内
の
セ
シ
ウ
ム

量
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
の
方
か
ら
最
近
の
汚
染

対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ウ

i-Eム

最
近
の
土
壌
汚
染
対
策

ま
ず
、
道
路
の
除
染
作
業
を
行
な
っ
て



い
る
と
の
こ
と
。
旦
パ
体
的
に
は
道
路
を
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
し
た
り
、
ま
た
放
射

能
で
汚
染
さ
れ
た
土
ほ
こ
り
が
舞
い
上
が

ら
な
い
よ
う
に
散
水
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

去
年
は
全
然
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
は
町
中
で
大
き
な
タ
ン
ク
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
水
を
撒
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
何
度
も
出
会
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
な
ど
の
農
場
で

働
く
農
夫
が
、
汚
染
さ
れ
た
土
ほ
こ
り
を

吸
わ
な
い
よ
う
に
、
農
作
業
に
使
う
コ
ン

パ
イ
ン
に
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
つ

け
る
よ
う
に
改
造
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
ま
で
に
四
五
%
の
コ
ン
バ
イ
ン
に
エ
ア

コ
ン
を
付
け
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
運

転
手
は
土
ほ
こ
り
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
窓

を
締
め
て
、
作
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
、
麦
の
収
穫
期
で
あ

ち
こ
ち
で
農
作
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
窓

を
締
め
て
い
る
車
も
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
八
、
九
月
に
は
学
校
や
保
育
園

の
敷
地
の
除
染
作
業
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
汚
染
土
を
い
れ
か
え
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す

る
よ
う
で
す
。

~\あ毛乙しれーいじの~ミ(街、ら斗ム百)

食
料
と
ペ
チ
カ
の
汚
染
に
つ
い
て

昨
年
我
々
が
指
摘
し
て
き
た
ペ
チ
カ
の

灰
に
よ
る
汚
染
に
つ
い
て
は
、
非
汚
染
地

か
ら
木
材
を
持
っ
て
来
る
と
か
、
石
炭
を

使
用
し
、
ま
た
、
ペ
チ
カ
を
使
わ
な
い
よ

う
に
ガ
ス
に
切
り
換
え
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ガ
ス
管
の
敷
設
工
事
を
行
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
町
の
中
心
部
は
完
了
し
た

よ
う
で
す
が
、
国
道
か
ら
引
き
込
む
た
め

の
約
六

k
m
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ま

だ
ガ
ス
は
来
て
い
な
い
と
の
説
明
で
し
た
。

ま
た
、
非
汚
染
地
帯
な
ど
か
ら
、
で
き

る
だ
け
汚
染
の
少
な
い
食
糧
を
供
給
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
の
た
め

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
ミ
ン
ス
ク

の
研
究
機
関
が
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
地
区
に

五
カ
所
の
支
所
を
作
り
、
食
品
の
検
査
を

は
じ
め
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
今

回
は
時
聞
が
な
く
て
見
学
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。最
後
に
、
市
長
か
ら
こ
ち
ら
が
調
査
し

た
内
容
の
報
告
集
会
を
開
い
て
欲
し
い
と

要
望
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
社
会

主
義
の
崩
壊
で
経
済
状
態
が
悪
化
し
、
移

住
計
画
が
中
断
、
か
な
り
土
壌
汚
染
の
厳

し
い
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
窺
え
ま
し
た
。

準
備
不
足
だ
と
固
辞
し
た
の
で
す
が
、
結

局
、
病
院
と
保
健
局
の
関
係
者
の
前
で
報

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
続
く
)
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